
岡山城西の丸周辺広場整備 岡山城西の丸周辺広場整備の進め方（長期的な視点）
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⚫ 本市のシンボルである岡山城を中心とした一帯は、歴史・文化資源に囲まれ、 .

市内外から様々な人が集う、本市の顔と言える重要なエリア。

⚫ 魅力と賑わいを創出するため、岡山城天守のリニューアル、石山公園や旭川河畔での賑わい

づくりなどに取り組んできている。

⚫ さらなる魅力アップに向けて、憩いや賑わいなどの機能充実を面的に図りながら、強みである

歴史・文化資源をいかしていきたい。なお、この一帯には民間の施設等も所在するため、関係者

の合意形成を図りながら、長期的に取り組んでいく必要がある。

⚫ まずは、西の丸周辺に位置する岡山市民会館跡地等について、「歴史を感じる憩いの広場」を

コンセプトに令和７年度から設計・整備に着手する。将来的な機能拡充などにも対応できるよう、

オープンスペースを基本とした自由度の高い広場とする。



岡山城一帯は、本市の賑わいを牽引するエリアであり、その中には広域避難場所もあります。
西の丸周辺広場は、整備期間中も賑わいスペース・避難スペースを確保するため、段階的に整備を進めます。

※ 旧内山下小学校校舎等のエリアについては暫定活用を継続し、オープンスペースの利用状況等を勘案しながら、改めて取扱いを検討する。
（岡山城主要部跡地整備方針(R5.3策定)）

岡山城西の丸周辺広場整備 岡山城西の丸周辺広場整備の進め方（令和７年度以降）
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第１期・第２期の整備イメージ岡山城西の丸周辺広場整備

（烏城公園（本丸エリア）／岡山市）

○岡山城本丸や石山公園でのイベントを岡山市民会館エリアにも拡充

（烏城公園（石山公園エリア）／岡山市） （うめきた公園／大阪市）（下石井公園／岡山市）

○市民や観光客が芝生広場で思い思いに憩う

イベント関係車両も進入可能な園路

（姫路城 三の丸広場／姫路市） （富山城址公園／富山市）

○城郭内で憩い・賑わいを創出

市民や観光客、こどもから大人まで、様々な人が歴史を感じながら、憩い、楽しめる、
自由度の高い広場

（レストラン／福山市中央公園／福山市） （カフェ･貸しスペース／東遊園地 ／神戸市）

○広場内の施設で、飲食やイベント等を楽しめる

オープンスペース

便益施設等


